

北海道内 (ほっかいどうない)就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)・就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)について資料 (しりょう)５


１　道内 (どうない)の就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)・就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)について

（１）就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)・・自立 (じりつ)した日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)ができるよう、一定 (いってい)期間 (きかん)、身体 (しんたい)機能 (きのう)又 (また)は生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)の向上 (こうじょう)のために必要 (ひつよう)な訓練 (くんれん)を行い (おこな)ます。機能 (きのう)訓練 (くんれん)と生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)があります。
・就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)の現状 (げんじょう)
	
	平成 (へいせい)29年 (ねん)（2017年 (ねん)）4月 (がつ)1日 (にち)
	令和 (れいわ)2年 (ねん)(2020年 (ねん))3月 (がつ)31日 (にち)
	差引 (さしひき)

	
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	定員 (ていいん)
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	定員 (ていいん)
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	定員 (ていいん)

	就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
	199
	2120
	168
	1897
	▲31
	▲223




　　　（２）就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)・・一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)に移行 (いこう)した人 (ひと)に、就労 (しゅうろう)に伴う (ともな  )生活面 (せいかつめん)の課題 (かだい)に対応 (たいおう)するための支援 (しえん)を行い (おこな  )ます。
・就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)の現状 (げんじょう)
	
	平成 (へいせい)30年 (ねん)（2018年 (ねん)）
	令和 (れいわ)元年 (がんねん)(2019年 (ねん))
	令和 (れいわ)2年 (ねん)（2020年 (ねん)）

	
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	利用者数 (りようしゃすう)
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	利用者数 (りようしゃすう)
	事業所数 (じぎょうしょすう)
	利用者数 (りようしゃすう)

	就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	34
	384
	43
	310
	49
	277


＊利用者数 (りようしゃすう)は年度 (ねんど)毎 (ごと)の新規 (しんき)利用 (りよう)開始者数 (かいししゃすう)（集計 (しゅうけい)は調査 (ちょうさ)に回答 (かいとう)のあった事業所 (じぎょうしょ)のみ）
＊振興局 (しんこうきょく)管内 (かんない)別 (べつ)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)所在 (しょざい)状況 (じょうきょう)
　定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)あり（札幌 (さっぽろ)・石狩 (いしかり)・空知 (そらち)・後志 (しりべし)・胆振 (いぶり)・渡島 (おしま)・十勝 (とかち)・オホーツク・釧路 (くしろ)）
　定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)なし（日高 (ひだか)・檜山 (ひやま)・上川 (かみかわ)・留萌 (るもい)・宗谷 (そうや)・根室 (ねむろ)）


◯就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)事業所数 (じぎょうしょすう)は減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)。

◯就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)は事業所 (じぎょうしょ)所在地 (しょざいち)に偏り (かたよ  )があり、石狩 (いしかり)管内 (かんない)が半数 (はんすう)以上 (いじょう)を占めている状況 (じょうきょう)。
　








２　令和 (れいわ)３年度 (ねんど)　厚生 (こうせい)労働 (ろうどう)関係 (かんけい)部局 (ぶきょく)長 (ちょう)会議 (かいぎ)資料 (しりょう)（抜粋 (ばっすい)）

「障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)改正法 (かいせいほう)施行 (せこう)後 (ご)３年 (ねん)の見直 (みなお)しについて」中間 (ちゅうかん)整理 (せいり)（令和 (れいわ)3年 (ねん)12月 (がつ)16日 (にち)）の
概要 (がいよう)
　◯引 (ひ)き続 (つづ)き検討 (けんとう)する論点 (ろんてん)について
＜障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)について＞
　　・障 (しょう)がい者 (しゃ)本人 (ほんにん)のニーズを踏まえた (ふ　　　)上 (うえ)での一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)の実現 (じつげん)や適切 (てきせつ)なサービス提供 (ていきょう)等 (とう)がなされるよう、就労系障 (しゅうろうけいしょう)がい福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)を希望 (きぼう)する障 (しょう)がい者 (しゃ)へのアセスメント（ニーズの把握 (はあく)と就労 (しゅうろう)能力 (のうりょく)や適性 (てきせい)の評価 (ひょうか)）の実施 (じっし)の制度化 (せいどか)を検討 (けんとう)する必要 (ひつよう)がある。
　　・一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)への円滑 (えんかつ)な移行 (いこう)のための企業 (きぎょう)等 (とう)での短時間 (たんじかん)勤務中 (きんむちゅう)などに、就労系障 (しゅうろうけいしょう)がい福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)が可能 (かのう)となるよう検討 (けんとう)する必要 (ひつよう)がある。
　　・障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)を支える (ささ　　　)ための雇用 (こよう)・福祉 (ふくし)施策 (しさく)の連携 (れんけい)強化 (きょうか)として、障 (しょう)がい者 (しゃ)就業 (しゅうぎょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター事業 (じぎょう)の運営 (うんえい)主体 (しゅたい)が就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を実施 (じっし)可能 (かのう)とすること、障 (しょう)がい者 (しゃ)就業 (しゅうぎょう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターがスーパーバイズ等 (とう)の基幹型 (きかんがた)機能 (きのう)も担う (にな　　)体制 (たいせい)を整備 (せいび)することなどについて検討 (けんとう)する必要 (ひつよう)がある。

[bookmark: _GoBack]※令和 (れいわ)４年 (　　ねん)半ば (なか　　)までを目処 (めど)に、最終的 (さいしゅうてき)な報告書 (ほうこくしょ)がとりまとめられる予定 (よてい)

